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1 KEK-放射光 

 
 入射スリットレス可変偏角 Monk- 

Gillieson 型分光器を備えた有機薄膜

研究用真空紫外軟 X 線アンジュレー

タービームライン BL-13A を建設し[1]、

性能を評価して 2010 年 1 月 29 日か

ら共同利用に公開した[2]。光エネル

ギー領域は 30～1,200 eV、最高分解

能は 401 eV で約 40 meV、光フラック

スは 1011～109 photons/s（図１参照）、

試料上のスポットサイズは第１焦点

位置で約 210 m×40 m、第２焦点

位置で約 630 m×120 m、光エネ

ルギーの安定性は 244.4 eV で±0.02 

eV 以下である。高分解能角度分解

光電子分光装置（SES200, Scienta、

図２）を常設し、持込み装置用スペー

スも用意した。主に、角度分解紫外

光電子分光、高分解能内殻光

電子分光、高分解能軟 X 線吸

収分光を駆使して、有機薄膜・生体分

子とその界面の構造、電子状態、振電

相互作用、ダイナミクス等の研究を進め

ている。 
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 図２．角度分解光電子分光装置。 

図１．BL13A のアンジュレータースペクトル。 


